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認知症の人とのかかわり方
　認知症の人は「何も分からない人」ではありません。悲しみや不安

を感じています。パニック状態になって怒ったり、徘徊を繰り返し

たりするのにも必ず理由があります。この場合、怒ったり怒鳴った

りせずに話を聞き、本人の気持ちを落ち着かせてあげる対応を心が

けましょう。

　また、認知症の人はせかされたり、同時に複数の問いに答えたり

することが苦手です。ゆったりと笑顔で接しましょう。

★具体的な対応の７つのポイント
　①まずは見守る

　②余裕をもって対応する

　③声をかけるときは１人で

　④後ろから声をかけない

　⑤相手に目線を合わせてやさしい口調で

　⑥おだやかに、はっきりした話し方で

　⑦相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

シリーズ「認知症」
～住み慣れた地域で安心して

暮らしていくために～

包括支援センターだより

と　き　［村上］　９月17日㈭
　　　　午後１時30分～３時30分
ところ　村上市役所　相談室

対象者　市内在住の介護者

参加費　無料

申し込み　�９月14日㈪までに電話
で申し込んでください。

介護者のつどい

●問い合わせ　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線365）
　　　　　　　または各支所地域振興課地域福祉室

認知症の人への対応の心得は

①驚かせない

②急がせない

③自尊心を傷つけない

　　の「３つのない」です
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簡単支援のおすすめ

１　�高齢者にとって、ゴミ出しの協力
もとても大きな助けになります。

２　�「具合悪くない？元気？」などと、
ニッコリ笑顔で声をかけるだけ

でも大きな見守りになります。

３　�回覧板を回すときは声かけの
チャンスです。声をかけるだけで

も支援につながります。

●問い合わせ

　介護高齢課高齢福祉係

　☎53－2111（内線368）

高齢福祉係　小田
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社会福祉士　八幡


